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【頭部疾患の画像診断と治療】 診断法の原理と頭部疾患診断上の特徴
SPECT
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①転移性脳腫癌、定位的放射線治療前後のzo1TlCl腫癌SPECT 他
の
画
像
診
断
法
と
比
較
し
た
場
合
の
核
医
学
画
像
診

断
法
の
特
徴
は
、
脳
循
環
代
謝
と
神
経
伝
達
機
能
と
が
測

定
で
き
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
詳
細
な
画
像
情
報

は
、
当
初
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
で
し
か
得
ら
れ
ず
、
そ
の
施
行
は

サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
を
有
す
る
施
設
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
届
璽
閂
、
。
当
日
、
の
単
光
子
放
出
核
種
で
標
識
し
た

放
射
性
医
薬
品
の
登
場
に
よ
っ
て
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
検
査
で

も
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
核
医
学
診
療
設
備
を
有
す
る

ど
の
病
院
で
も
実
施
可
能
と
な
っ
た
結
果
、
こ
の
領
域
に

お
け
る
核
医
学
検
査
の
有
用
性
は
極
め
て
高
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
脳
腫
瘍
、
脳
血
管
障
害
、
シ
］
島
国
曰
円
病

。

－Ｊ 

□
凸
凸
。 の
原
理
と
頭
部
疾
患
診
断
上
の
特
徴

Ｅ
Ｃ
Ｔ
 

放射線治療前放射線治療後

右前頭部と右後頭部に明瞭な限局性集祇還認めた脳転移巣のうち、右後頭部

転移巣への定位的放射線照射施行後、当該部位への集積は消失している。な

お、放射線照射を施行しなかった右前頭部への集荊は依然として見られる。 脳
腫
瘍
に
お
け
る
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
の
役
割

：
］
目
］
Ｑ
に
よ
る
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
は
脳
腫
瘍
検
出
や
脳
腫
瘍

の
良
悪
性
霊
別
二
部
の
良
性
腫
瘍
で
も
強
い
集
積
を
示

す
の
で
鑑
別
は
不
能
）
目
的
よ
り
も
、
①
船
冒
。
、
胃
・
日
ロ

の
円
圏
の
評
価
（
巨
腎
日
且
の
な
も
の
に
集
積
し
、
］
ｏ
亀

臼
皿
号
な
も
の
に
集
積
し
な
い
）
や
、
②
放
射
線
療
法
や
化

学
療
法
後
の
、
線
維
化
や
壊
死
の
非
腫
癖
巣
と
残
存
や
再

発
の
腫
瘍
病
巣
と
の
鑑
別
、
お
よ
び
治
療
効
果
の
判
定
（
写

真
①
）
手
段
と
し
て
の
有
用
性
が
高
い
。

に
お
け
る
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
の
臨
床
的
意
義
を
記
す
。

脳
血
管
障
害
に
お
け
る
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
の
役
割

脳
血
管
障
害
に
お
け
る
］
凰
目
‐
閂
冨
甸
や
…
円
の
１

国
冒
句
少
○
、
患
三
Ｂ
ｎ
ｌ
ｐ
Ｄ
Ｑ
を
用
い
た
脳
血
流
Ｓ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
Ｔ
の
意
義
は
、
急
性
脳
虚
血
に
お
け
る
虚
血

性
ペ
ナ
ン
ブ
ラ
の
検
出
と
、
慢
性
的
低
灌
流
状
態

に
お
け
る
脳
循
環
予
備
能
低
下
の
評
価
と
に
大
別

さ
れ
る
。

塞
栓
性
閉
塞
で
は
、
末
梢
脳
組
織
濯
流
圧
低
下

に
よ
り
脳
循
環
代
謝
に
異
常
が
生
じ
る
。
こ
の
う

ち
虚
血
性
ペ
ナ
ン
ブ
ラ
（
虚
血
症
状
を
呈
す
も
の

の
、
器
質
的
変
化
が
見
ら
れ
な
い
、
正
常
の
約
壁
令

か
ら
し
令
の
間
の
可
逆
性
脳
血
流
低
下
領
域
）
の

段
階
で
適
切
に
診
断
（
正
常
の
少
毎
の
血
流
低
下

時
で
は
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
て
捉
え
ら
れ
な
い
異

常
を
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
で
明
瞭
に
捉
え
得
る
）
し
、
血

栓
溶
解
療
法
な
ど
の
血
流
改
善
療
法
を
試
み
れ
ば
、

機
能
回
復
が
期
待
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
脳
動
脈
主
幹
・
部
の
血
栓
性
閉
塞
や
断
面

積
で
帥
％
以
上
の
高
度
狭
窄
で
は
、
末
梢
灌
流
圧
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②左内頚動脈閉塞症（循環予備能低下）③Alzheimer病、g9mTc-HMPAO脳血流SPECT
Ｉ 繍担山。
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DiamDX非投与時QgmTC-HMPAO脳血流SPECT
両側側頭葉から頭頂葉領域に血流低下（左側の低下が大きい）を認める。

なお、両側前頭葉の血流は比較的良好に保持されている。

▲､ 

呆
症
に
お
け
る
脳
血
流
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
は
、
①
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ

Ｉ
の
形
態
的
検
査
法
よ
り
も
比
較
的
早
期
に
血
流
異
常
を

捉
え
得
る
こ
と
、
②
病
気
の
進
行
と
と
も
に
血
流
低
下
領

域
の
広
が
り
が
見
ら
れ
る
た
め
に
病
期
の
評
価
が
可
能
葱

一
」
と
、
お
よ
び
③
疾
患
特
異
性
が
見
ら
れ
る
た
め
に
、
痴

呆
症
を
呈
す
る
疾
患
の
鑑
別
診
断
が
可
能
な
こ
と
が
、
意

義
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
酔
匡
〕
の
目
白
・
病
に
お
け
る
血
流

異
常
（
写
真
③
）
は
、
後
帯
上
回
内
側
か
ら
始
ま
り
、
病

状
の
進
行
に
伴
い
側
頭
葉
、
頭
頂
葉
へ
前
頭
葉
へ
と
広
が

り
を
示
す
。
そ
の
際
、
｜
次
運
動
。
感
覚
野
、
後
頭
葉
視

覚
野
、
視
床
、
基
底
核
、
小
脳
は
異
常
を
示
す
こ
と
が
少

な
い
と
さ
れ
る
。（
旭
川
医
科
大
学
教
授
放
射
線
医
学
）

Dianlox投与時｡DmTc-HMPAO脳皿流SPECT

DiamDX非投与時では左頭]頁葉領域に脳血流低下を認めるのみであるが、

Diamox投与時では左前頭葉を含む側頭葉､頭頂葉に及ぶ左内頚動脈領域の

麿範な血流低下を認める。当該領域の循環予備能低下を示している。

低
下
は
徐
々
に
進
行
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。
し
た
が
っ
て
血
行
再
建
術
・
な

ど
に
よ
り
循
環
障
害
の
悪
化
に
よ
る

病
勢
の
進
行
を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
上
で
の
正
常

組
織
の
循
環
代
謝
状
態
を
把
握
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
上
で
見
ら
れ
る
脳
酸

素
摂
取
率
冗
進
は
、
脳
循
環
不
全
に

よ
る
脳
障
害
発
生
の
危
険
が
高
い
状

態
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
は
、

Ｓ
四
目
・
鋼
を
用
い
た
脳
循
環
予
備
能

検
査
で
の
血
管
拡
張
反
応
性
の
消
失

（
写
真
②
）
と
し
て
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
で

も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ァ
｜
Ｎ
弓
一
ョ
の
『
病
に
お
け
る

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
の
役
割

酔
巨
】
の
目
の
同
病
を
始
め
と
す
る
痴

(673） (672） ＣＪ愚T河ＴＣＩＡＩＶフＯＯＮｏ－４ｇ４Ｂ８３ＳＣＬＩＮｪＣＺＡＮＤＯＯＮｏ･生⑨４


	2001017946
	2008年08月08日13時10分21秒

